
ニセコ町の持続可能な観光

2023.10.23    ニセコ町長片山健也

ニセコ町の持続可能な観光

2023.10.23    ニセコ町長片山健也

JTTRIベトナム観光シンポジウム



ニセコHANAZONOリゾート

グランヒラフスキー場

ニセコビレッジスキー場

ニセコアンヌプリ国際スキー場
ニセコモイワスキー場

倶知安町

ニセコ町

冬 の ニ セ コ



Niseko

出展：Powder Snow Hokkaido
※一部編集

https://www.skiing-hokkaido.com/about-hokkaido/



Situation of Niseko Town

Sapporo

Niseko
Area         197km2

Population  5,000人
観光入込数 170万人

ニセコ NISEKO 新雪谷





清流を楽しむ



7ニセコアンヌプリ山頂から望む羊蹄山

四季それぞれに楽しめるニセコ



「リッツカールトン ニセコ」の客室の温泉



白い砂漠/ヒルトンニセコビレッジ

①日本初の観光協会の株式会社化株）ニセコリゾート観光協会設立
（1999年～2003年）

② 住民有志が「海外観光客誘致協議会」を設立し、活動！



海外で大きく取り上げられているNiseko
CNN Financial Times

Wall Street JournalCNN BrazilのTV

イギリスのラグジュアリー
トラベル・マガジン



観光客入込状況の推移（ニセコ町）



外国人観光客入込状況の推移（ニセコ町, 2002年から）



世界が選ぶニセコ

NISEKO, My Extreme

※ワールドスキー・アワードは、旅行業界のオスカーと評されるワールドトラベル・アワードの一つ

スキー観光産業の中で最も名誉のある賞といわれ、各国ごとに４部門を表彰しています

○ベスト・スキー・リゾート 「ニセコユナイテッド」

○ベスト・スキー・ホテル 「ヒルトンニセコビレッジ」

WORLD SKI AWARDS 2014でNo1の評価
国内部門を独占、特別賞も

ニセコ観光圏（３自治体）



ニセコ町における持続可能な観光の取り組み

Green Destinations Top 100 
2年連続受賞

持続可能な観光の国際的な認証機関で
ある Green Destinationsが主催する、
世界のサステイナブルな旅行先
TOP100として、2年連続で受賞。

2021年はニセコ町の特に気候変動対
策が評価され受賞。



ニセコ町における持続可能な観光の取り組み

UNWTO (国連世界観光機関)ベストツーリズムビレッジ受賞

地域コミュニティの伝統と遺産を保全するために、観光の強みを活かした、持続可能な開発目標（SDGs）に沿っ
て、革新的で斬新な観光事業を実施する地域を選定。地域の価値を高め、保護するために観光の役割を高めるこ
とも目指す。



ニセコ町における持続可能な観光の取り組み

COP26 正式名称:「観光における気候変動対策に関するグラスゴー宣言」

観光分野における気候変動対策を加速し、今後10年間で観光部門におけるCO2排出量を半
減させ、2050年までに「ネット・ゼロ・エミッション」を目指すもの。
ニセコ町は日本の自治体では唯一の初代署名者。

グラスゴー宣言の署名



ニセコ町観光の SWOT 分析（ニセコ町観光ビジョン）

17

弱み（Weaknesses）強み（Strength）

内
部
要
因

•新千歳空港や札幌市から、最短でも車で2時
間程度かかる立地

•ニセコ町への交通アクセス、およびエリア内の域
内の移動手段（２次交通、域内交通）が限
定的（観光客の８割が自家用車・レンタカーを
利用）

•多様な顧客ニーズを満足させるサービス提供
（サービスの種類・品質・レストラン等）の不足

•国内外のスキーヤー・スノーボーダーに知られた
「パウダースノー」と、国際的リゾート地としての
ブランド力

•「羊蹄山」「ア ンヌプ リ」をのぞむ絶景、清流
日本一の尻別川など、豊かな自然環境

•多様な観光体験：登山、スキー、ラフティング
ゴルフ、乗馬、トレッキング、食と温泉など

今後の脅威（Threats）今後の機会（Opportunities）

外
部
要
因

•地域間競争の激化（特に冬季は、国内だけで
なく、世界的なスキーリゾートが競合となる）

•観光リスク（感 染 症、気候危機、自然災害、
戦争や不況等）の発生によるインバウンド客の
急減

•過剰な観光開発等による自然環境への負荷
増大やオーバーツーリズム（混雑や満足度低下）

•北海道新幹線と高速道路の延伸

•北海道・札幌でのオリンピック・パラリンピック冬
季競技大会の開催（アルペン会場）

•宿泊施設や観光施設等の新規開業



６．数値目標（KPI）

６．数値目標（KPI）

ニセコ町観光ビジョン



将来を見据えた厳しい「景観・環境規制」
が、共感に基づく良質な投資を生む
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日本を感じる建築デサインが増えてます。

Next stage – Japanisim
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オーバーツーリズム対策
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抑止対策
①乱開発の防止 景観条例、環境基本計画
②地域住民との協議による開発コントロール

現状での対策
①タクシー不足については、「都市からのタクシー増

車による「ニセコモデル」の実証事業を開始
②持続する観光地を目指し、その財源となる「宿泊

税」を導入の予定
③SDGｓ、環境負荷低減への理解促進PR
④レストラン不足のための誘致促進策の実施
⑤公共交通の拡充及びＩＴ化の検討



ニセコ町のまちづくり
〇小さな世界都市（第4次総合計画）
〇環境創造都市ニセコ（第5次総合計画）
〇「地下水保全条例・水道水源保護条例」
〇「環境基本計画」
〇「景観条例」
〇経済循環の強化
〇「相互扶助」と「共感」社会

⇒ 「共感資本社会」 へ

世界の人々が交流するスマートシティ・ニセコ
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環境モデル都市
SDGs未来都市
ゼロカーボン宣言都市

人々の尊厳が大切にされ、自由な風土のまち



みなさまのご来訪をお待ちいたしております。
ありがとうございました。 NISEKO

新雪谷
ニセコ町


